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／お散歩しながら、このまちの文化と出会おう。／

るてん商店街
訪れるたびにお店が変わる、売
り物が変わる、出来事が変わ
る、ちょっと不思議な商店街。

THEATRE E9 KYOTO
100席ほどの小劇場。演劇やダンス
などさまざまな演目を展開。カフェやコ
ワーキングスペースを併設。

柳原銀行記念資料館
被差別部落の住民により設立された
日本で唯一の銀行の建物を保存。地
域の貴重な資料を展示している。

京都市立芸術大学移転予定地
京都市立芸術大学が令和5年に移
転。3つのブロックに分かれ、その範囲
は高倉通から高瀬川を挟んで鴨川沿
にまで広がる。
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七条仏所跡
平安時代活躍の仏師・定朝と
その一族・子弟・子孫等が長く
彫刻に励んだ仏所跡。

平清盛終焉推定地碑
平清盛の側近として活躍した平
盛国の邸宅跡（推定地）。ここで
清盛が没したとされる。

五条大橋
牛若丸と弁慶が出会ったという
伝説の場所。橋の西側には、
ふたりの石像がある。

市比賣
神社

正行院 輪形地蔵

世継地蔵（上徳寺）

文子
天満宮

京都市地域・多文化交流ネットワークサロン
国籍や文化の違いを超えた多文化共生を進めるため
の交流や催しが行われている。

下京いきいき市民活動センター
市民公益活動の支援をとおして、SDGs
な地域づくりに取り組んでいる。

HAPS HOUSE
市内で展開される文化芸術活動
の支援、相談を行う（一社）HAPS
の活動拠点。

源融河原院趾
光源氏のモデルといわれる源融と
河原院ゆかりの榎の大木がある。

七条大橋
現在鴨川に架かる最古の橋。
国の登録有形文化財。

ひと・まち交流館 京都
元菊浜小学校跡に建築された
市民活動等の拠点。

五條会館
築100年を超える木造3階建の
旧歌舞練場。

春の桜は
格別です！

瀧
尾
神
社

散歩やジョギングに
ぴったり。

この辺り地元のおいしい
お店に出会えるかも。

歴史を感じさせる
町並みが残っています。

京都美術工芸大学（京都東山キャンパス）
元貞教小学校跡に建設された建築学と美術
工芸を学ぶ学生が集うキャンパス。murmur coffee kyoto

〈5・6ページ参照〉

至清水寺
→

至京都国立博物館
→

六条通

七条通

扇塚
扇が平安時代の初期この地
で初めて作られたことを示す。

この辺りから
移転予定地を
一望できます！

東本願寺前の市道と
緑地を一体的に「市民
緑地」として整備予定。

拝殿天井の巨大な
木彫りの龍は必見です！

新幹線や在来線を
歩道橋の上から見ら
れるフォトスポット。

鴨 

川

正面橋

五条通

渉成園
（枳殻邸）



　令和５年に崇仁地域への移転を控える京都市
立芸術大学の美術学部彫刻専攻の教授であり、
パフォーマンスグループDumb Typeの旗揚げメ
ンバーとしても知られる小山田徹氏。「中学校に
入るまでは美術とは無縁の昆虫大好き少年だっ
たんですよ。中学2年生の頃に、27歳くらいの新
任の女性の先生に出会ったのが美術を始めた大
きなきっかけですね」。小山田氏の通っていた中
学校には美術部はなかったため、その日を皮切り
に、先生と2人だけの“秘密の美術部”がはじまっ
た。「その先生との出会いがなかったら美術の道
はなかったです」。
　勉強は全くせず、先生との美術の時間にどっぷ
り明け暮れていたという小山田氏。「おかげで高
校受験は失敗。浪人して入学した高校の美術部
ではジャンルを問わず、いろいろなことを教えても
らいました。地元・鹿児島には、美術の大学に進も
うとしている学生たちの、情報交換や訓練の場が
全くなかったので、一軒家のアトリエを借りて、県
下の学生たちが毎日通える美術の私塾を作った
んです」。以降、鹿児島から美術系の大学に進む
ほとんどの人がそこに通っているのだそう。「この
私塾がはじめての人の集まる場づくりの経験で。
いろいろな人が通う場所を作るには責任が付い
て回るということを実感しましたね」。

　先輩に導かれる形で京都市立芸術大学に進
学した小山田氏にさらなる影響を与えたのは、演
劇との出会いだった。「日本画科に入学したんで
すけど、日本画はからっきしで。それよりは新しく始
めた劇団「座カルマ」の活動の方が楽しくて夢中
になっていましたね」。劇場演劇に映像やダンスな
どを組み込んだ、80年代初頭に台頭した新しい
アートに、心を奪われた当時の小山田氏。「当時
の演劇界は演出家がいて、スター俳優がいて…
みたいな階級社会だったんです。だから、僕らは
上下関係なしに、アイデアを出し合って、言い出し
た人がその役割を担うことにしました」。このように
して劇団「座カルマ」は当時の演劇界への警鐘を
鳴らす意味も込め名付けたDumb Type（※セリ
フや言語のない型の意）に名称を変え、その活動
が現在まで受け継がれている。

　現在は京都市立芸術大学の教授として、テク
ニックとしての彫刻だけでなく、社会に関わるもの
を創ることも“表現”として捉える「社会彫刻」の概
念も教えている小山田氏。「学生たちには、簡単
にアートを生かせる仕事はない。ほかの仕事をし
てもいいから、なんらかの形で美術を考え続けた
り、体得し続けたりしてほしい。むしろ、日々の生活
や仕事、遊びの“隙間”に美術を見つけてほしいと
伝えている」。
　また「合わせて、学生には『今君らが試みている
ことは“未来の当たり前”を作るためのこと』だとよ
く言っています。今はまだ異質であったり、理解者
が少なかったり、自分でも疑問を抱いていたりする
ことも多いと思うんだけど、少なくとも20年先に
は、世の中がそれを当たり前として捉えて、その中
で子どもたちが育っていき、その子どもたちがまた
新たなものを作り出していく…と、そういう繰り返
しの中にあるんじゃないかと」。
　「何かが変わるとき、その瞬間に変わるものは
一切なく、突破者がいて、さまざまな抵抗や葛藤

があり、ある程度の定着期間があるのだ」と小山
田氏は話す。「教育者である僕らは技術とか知識
とかを翻訳して学生たちに伝えていく役割です。
学生たちにはいろんな経験をしてほしいけど、
結果が出るまでにはほんまに時間がかかるから、
めげないでほしい。周りの人々や社会も結果を
急がないでほしい」。

　京都市立芸術大学の崇仁地域への移転にも
通じるところがある。「京都は長らく学生の街とし
て、ほかから流入してきた学生を受け入れてきて
いる。そして、京都人にはその子らを冷ややかに
放っておき、結果が出てきたら『私たちが育てまし
たよ』と上手に組み込むしたたかさがある。京都
大学だって、百万遍で受け入れてもらえるのに
100年以上かかっているんですから、すぐに受け
入れてもらえるなんて思っていません。しかも美術
は60～80年先を見据えた学問。長い目でじっくり
と付き合うための方法を一緒に考えませんか、と
いうのが迎えてくださる地域の皆さんへのお願い
ですね」。

小山田徹
が語る
アート
と未来。

Toru Koyamada talks Art and The Future

60～80年先を見据えて、

すぐに受け入れてもらえる
なんて思っていません。

長い目でじっくりと
お付き合い願いたいですね。

結果が出てきたら
「私たちが育てましたよ」と。

Dumb Typeに
捧げた青春時代。

君らが試みていることは
“未来の当たり前”を
つくるためのこと。

昆虫大好き少年だった
僕が芸術の道に
進むまで。

こやまだとおる

ダ ム タ イ プ

こやまだとおる

01 02

Profile

小山田徹
〈京都市立芸術大学 美術学部教授〉

1984年京都市立芸術大学日本
画科在学中にパフォーマンスグ
ループ「ダムタイプ」を結成。ダム
タイプと並行して1990年からは、
様々な共有空間の開発を始め、コ
ミュニティセンター「アートスケー
プ」「ウィークエンドカフェ」などの
企画を行うほか、コミュニティカ
フェ「Bazaar Cafe」の立ち上げ
に参加。
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京 都 駅 東 部 エリア

　京都市立芸術大学が、２年後の令和５年に京
都駅東部エリアへ移転してくる。移転予定地に

あった建物はすでに解体され、広大な更地は工事

フェンスで覆われている。大学の移転事業はすで

に動き始めている。

　この大きな出来事とともに変わっていくまちの

未来について、京都市立芸術大学教授の小山田

徹氏と五条から九条までの高瀬川エリアで活躍

する事業者の皆さんが一堂に会しディスカッショ

ンを行った。

　メンバーからは、「地域と大学との化学反応に

期待する」、「アートをとおして高瀬川沿いのお店

にもつながりが生まれる」、「音楽が聞こえてくる」

など、「まちのなかで芸術が身近に感じられるよう

になっていくとよい」、「このエリアが、未来を背負

う子どもたちの居場所となり、芸術にも触れあえる

場所になってほしい」などの意見が出るなか、小

山田氏からは、「櫓のような高いところから京都市

立芸術大学の移転予定地を定点観測できないか

な」という発想が。「今しか見られない風景を地域

のアーカイブ（記録）として残すことにつながるし、

なにより、その映像を発信することで工事現場を

囲む“壁”の向こう側を地域の方に知ってもらうこ

とができる」と続けた。

　この意見を受け、他のメンバーからも「大学の周

辺が変わっていく様子も収めるとより良いかも」、

「変化を記録し、記憶に残すことは大切な価値あ

る試み」、「この記録を題材にしたアート作品を通

じて、未来の姿を想像したり、今ある現実を拡張

できたら面白いのでは」と、想像の世界は身近な

ものにカタチを変えていく。

　そこで「５TO９」では、“壁”の向こうにある移転

予定地、そして街の移りゆく風景を地域の方々に

も広く目に見える形でお届けする「京都駅東部エ

リア『移りゆくまち』プロジェクト」を進めることに。

今後、京都市立芸術大学の学生や卒業生など、

若いアーティストたちが京都市立芸術大学移転

予定地の映像等を題材にしたアート作品を制作

していきます。「５TO９」では、制作過程や完成した

作品の展示など、このプロジェクトの進行を追跡

し、発信していきます。

「まちの未来の姿を広げ、想像してみよう」
京都市立芸術大学教授

小山田 徹
こやまだ とおる
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京都市立芸術大学
移転予定地の

施設
美術学部・グラウンド
京都市立銅駝美術工芸
高等学校など
地上3階・地上4階

Ａ地区

施設
食堂・美術学部など
地上5階

B地区

施設
音楽ホール・ギャラリー
図書館・芸術資料館
音楽学部・美術学部など
地上7階・地下1階

C地区
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街のあの人、あの場所へ。

m u r m u r
c o f f e e
k y o t o
■ マ ーマーコーヒー 京 都 ■

自然を感じる高瀬川沿いで
アートと地域をつなぐ場所

鴨
川

川
端
通

高
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河
原
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通

正面通

murmur
c o f f e e
k y o t o

私はもともと

ファンのひとり
“murmur cof fee kyoto”の

大原さん

でしたので、今回「SHIMOGYO＋GOODまちなかアートギャラリー」

の展示候補の中に見つけて、いち早く企画サイドに「こちらで展示した

いです！」と、リクエストさせていただきました。最初に訪れたのは、デザ

イン系企業への就職を機に、下京区に引っ越し

たばかりのころ。慣れないことばかりでへとへと

になりながら、ふと見つけたのが“murmur cof f

ee kyoto”さんでした。自然と調和したナチュラ

ルな雰囲気、店員さんの笑顔にすごく癒されて

から、いつしか私の大好きな場所に。

店員さんと地域の方が仲良くて、

距離が近いのもいいなぁって。地域

に寄り添っている、そこもとても気

に入っています。

下京区内の16箇所のショップ等を巡りながら日常の場でアートを体感できる「SHIMOGYO＋GOODまちなかアートギャ
ラリー」（令和2年12月18日～令和3年1月17日）に参加した、“murmur cof fee kyoto”（西木屋町通正面下る）の
店主・山内一正さんと、作品を提供したアーティストの大原一恵さん。イベントが終了した後も作品を展示するなど、交流を
続けるお二人にお話をうかがいました。

　　平成28年、高瀬川沿いの絶好のロケーションにオープンした

“murmur cof fee kyoto”。このカフェをオープンしたきっかけを教えて

ください。

京都市中と伏見をつなぐ舟運で

賑わった運河でした。私は明治

18年創業からこの地で建材を扱ってきた株式会社灰孝本店の

代表でもありますので、歴史的な風情が残り、木の葉のざわめきや、

小川のせせらぎを感じることできるロケーションをまちづくりに活かせ

ないか。そんな思いが“murmur cof fee kyoto”の原点でしたね。

山内さん

カフェの前を

はかつて
流れる高瀬川

大原さん

そのお考え、
すごく腑に落ちます。
今の時代、人より目立つものや誇張してみせることに若い人は敏感や

と思うんですよ。でも、そればかりのお店って、ちょっと居心地が悪いと

いうか。京都の人は古き良きものを愛しているし、どうやって残すか考

え続けている。京都市立芸術大学が移転してくれば、ここから数年で

おのずと景色は変わっていくでしょう。でも“murmur cof fee kyoto”さ

んの地域とともにあるという本質は変わらないでしょうし、学生たちにと

ってもホッとできる場所であり続けていただきたいです。

山内さん

大原さんのように夢を持った

応援できれば、こちらも嬉しい。
若いアーティストの方々を

「SHIMOGYO＋GOODまちなかアートギャラリー」でのご縁をきっか

けに、これからもアーティストの発表の場として自由に使っていただきた

い。令和5年度に、京都市立芸術大学が京都駅東部エリアに移転し

てくるということで、学生の皆さんにも表現の場としてカフェをギャラリ

ーとして使ってもらいたいですね。アートと地域をつなぐ場所としてこの

街でカフェを営む私としては、彼らを受け入れそっと見守っていきたい

と考えています。

山内さん

正面橋、

せせらぎと桜などを
高瀬川の舟とオール、

テーマにした、カフェで使用しているカップは学生さんの作品です。

コーヒーカップで、伝統工芸と日々の生活とをつなげることができるの

ではないかと制作をお願いしました。京都には京都の流儀があって、

あまり目立ちすぎては地元に受け入れてもらえない。地域にスッととけ

こみやすいものがいい。うちのカフェもお客さまにとって馴染みやす

い、空気のような存在でありたいと願っています。

大原さん

　　大原さんは、京都市立芸術大学の出身で、日本画を専攻され

ていたとか。「SHIMOGYO＋GOODまちなかアートギャラリー」では、

“murmur cof fee kyoto”という場所から着想を得て、作品づくりを進

められたそうですが。

　　“murmur cof fee kyoto”では、京都美術工芸大学の学生さんに

コーヒーカップの制作を依頼するなど、これまでもアーティストと一緒

に地元を盛り上げる活動をされていますよね。

京都美術工芸大学の学生が
“murmur cof fee kyoto”近くの
正面橋・高瀬川をイメージして
制作したコーヒーカップ。

キャンバスとなる紙もあたたかい質感の高知麻紙という和紙を採用

しています。現職はCGデザイナーですが、もともと私には職人気質

なところがあり、手を動かして作品をつくることが好きなので、作家と

して“素顔”の自分にもどって手書き

で描きました。

大原一恵さんによる展示中の作品の一つ「Fly Lip」。
キャンバスとなる紙はあたたかい質感の高知麻紙と
いう和紙を使用している。

カフェに来る
お客さまに癒やしを
届けることを心がけました。


